9　日記　うたたね　失恋のつらさに耐えかねて　着眼点　文法　識別①　「ぬ」「ね」の識別
　作者はある男性貴族との失恋を経て、出家した後、病に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),臥)せってしまった。
嘆きながらはかなく過ぎて、秋にもなりⓐぬ。長き思ひの㋐夜もすがら、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),止)むともなき eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きぬた),砧)の音、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ね),寝)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),屋)近ききりぎりすの声の乱れも、ひとかたならⓑぬ寝覚めの催しなれば、壁に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そむ),背)ける eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ともし),灯)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(び),火)の影ばかりを友として、①明くるを待つもしづ心なく、尽きせⓒぬ涙の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しづく),雫)は、窓打つ雨よりもなり。いとせめてわび果つる慰みに、誘ふ水だにあらばと、朝夕の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こと),言)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐさ),草)になりぬるを、その eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ころ),頃)、後の親とかの頼むべき eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことわり),理)も浅からⓓぬ人しも、都のもの eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まう),詣)でせむとて上り来たるに、何となく細やかなる物語などする㋑ついでに、「かくてつくづくとおはせむよりは、田舎の住まひも見つつ慰み給へかし。かしこももの騒がしくもあらず、②心澄まさむ人は見ぬべきさまなる」など、なほざりなく eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いざな),誘)へど、さすがひたみちにふり eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),離)れなむ都の名残もいづくを eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しの),偲)ぶ心にか、心細く思ひわづらはるれど、あらぬ住まひに身を変へたると思ひなしてとだに、憂きを忘るるたよりもやと、③あやなく思ひ立ちぬ。
語注

砧＝布を柔らかくしたり、つやを出したりするために打つ木槌と台。

誘ふ水だにあらば＝「わびぬれば身を浮草の根を絶えて誘ふ水あらばいなむとぞ思ふ（『古今集』小野小町）」を踏まえている。

後の親＝養父。

ひたみちに＝一途に。ひたすら。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入よ。

季節は［　　　］になり、［　　　　　　］や［　　　　　　　　　　　　　　］を聴きながら、眠れず夜明けを待っている作者は［　　　］が止まらない。そうこうしていると、上京してきた養父が［　　　　］で暮らすことを提案し、作者も［　　　　　　］は思うが、［　　　］を離れる決意をした。

問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ａ～ｄの助動詞の中から、文法的意味が異なるものを一つ選べ。　〈3点〉

［　　　］

問四　識別①「ぬ」「ね」の識別

次の傍線部の文法的説明を選べ。　〈1点×3〉

１　夜ふけぬ。帰りたまひね。　（大和物語）

２　憎し、とく死ねかし。　（落窪物語）

３　飛鳥川にあらねば、…　（土佐日記）

　ア　完了の助動詞

　イ　打消の助動詞

　ウ　ナ行変格活用動詞の活用語尾

１［　　］２［　　］３［　　］

問五　傍線部①とあるが、この時の作者はどのような様子であるのか。最も適当なものを選べ。　〈10点〉

ア　秋の夜長に一人で灯火を見つめながら心を落ちつかせようとするが、悩みは消えず、苦しみ続けている様子。

イ　虫の声や灯火だけを友として一人で夜を過ごすつらさに、生きる希望をすっかり失っている様子。

ウ　砧の音や虫の声も雨の音にかき消される中で、孤独感をますます募らせて、大粒の涙を流している様子。

エ　砧の音や虫の声に悲しみを紛らせるものの、涙にくれるだけの状態から抜け出せないでいる様子。

オ　悲しみに暮れ、眠れないままに砧の音や虫の声がいっそう心に響き、とめどなく涙を流している様子。

問六　傍線部②を現代語訳せよ。　〈8点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問七　傍線部③について、

⑴　現代語訳せよ。　〈6点〉
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
⑵　作者は何を「思ひ立」ったのか。三十字以内で答えよ。　〈12点〉
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
【解答】
問一　季節は［秋］になり、［砧の音］や［きりぎりすの声］を聴きながら、眠れず夜明けを待っている作者は［涙］が止まらない。そうこうしていると、上京してきた養父が［田舎］で暮らすことを提案し、作者も［心細く］は思うが、［都］を離れる決意をした。

問二　㋐＝一晩中　㋑＝折　〈4点×2〉
問三　ⓐ　〈3点〉
問四　１＝ア　２＝ウ　３＝イ　〈1点×3〉

問五　オ　〈10点〉

問六　心を落ちつけようという人はきっと見るのがよい風景である。　〈8点〉

問七　⑴＝わけもなく思い立った。　〈6点〉
⑵＝つらさを忘れるために、別人になったつもりで田舎で暮らすこと。
　（30字）〈12点〉

【補充問題】

問１　「心澄まさむ人は見ぬべきさまなる」（６行目）の解釈として、最も適当なものを選べ。

ア　心の憂さを晴らそうという人にとっては、あまり見ない方がよい風景ですよ。

イ　心をとぎ澄ませている人は、きっと見たいと思うような風景ですよ。

ウ　心を静かに落ち着かせようという人にとっては、必ず見るとよい風景ですよ。

エ　心が澄み切っている人でなければ、とうてい見ることのできない風景ですよ。

オ　心が思い乱れている人は、決して見るべきではない風景ですよ。

問２　「憂きを忘るるたよりもや」（８行目）とあるが、この時の作者の心情について説明したものとして、最も適当なものを選べ。

ア　都でのつらい生活を考えると、穏やかな田舎で過ごすほかに心が落ち着く方法はないと感じている。

イ　都での生活は、心細くもあるが楽しい思い出も多いため、簡単には捨てられないと思っている。

ウ　別離ばかりの都の生活に耐えられず、心を落ち着かせるために一旦田舎へ戻ろうと決めている。

エ　都での心細い生活を、熱心に田舎暮らしを進める養父の言葉によって、潔く諦めている。

オ　都での傷心の生活を捨てて、つらさを忘れるためにも思い切って田舎に行こうと決意している。

【補充問題解答】

問１　ウ
問２　オ
　
